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外観イメージ図 

内観イメージ図１ 

内観イメージ図２ 
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３　施設の詳細

（建物） （㎡） （㎡） （土地） （㎡）

建築面積 558.0 3,209

延面積 498.3 展示スペース 200.0

飲食・休憩スペース 90.0

事務室 45.0

トイレ 101.2

展示倉庫 15.0

階段下収納 14.6

設備室 10.0

通路その他 22.5

４　職員体制

実績なし（新設施設）

５　施設利用状況

実績なし（新設施設）

６　利用料金

センターの利用料金は徴収しない

７　管理運営経費の状況

7,000

1,470

1,127

9,597
※ 県による試算値であり、運営に当たってこの比率を考慮する必要は無い

８　燃料等エネルギーの使用量

単位

kwh

㎥
※ 施設設計者による試算に基づく

９　その他の取扱いについて

（1） 利用者駐車場について
・ 利用者は登山者用に王滝村が設置している駐車場を利用することができる。

（2） 敷地内での物販等について
・ 指定管理者は、事務室窓口等において登山用の消耗品や土産物等を販売することができる。
・ 第三者がセンター建物内または敷地内で物販等を実施する場合は、行政財産目的外使用の

手続きが必要なので、事前に県に協議すること。
・ 村営駐車場での実施に関しては、王滝村と協議すること。

（3） 登山者の安全確保について
・ 県や王滝村が閉館時間帯を含めて登山に関する安全啓発等を行う場合があり、事務室等の

一時利用を求められることがあるので、センターの運営に著しい支障が無い範囲で協議に応
じること。

敷地面積内訳

使用量（見込み）区　 　分

区分

人件費等

光熱水費等

その他物件費

経費（見込み、千円）

合計

灯　油

燃料費

電　気

水　道

使用機器なしＬＰガス

薪

光熱水費
45,420

700

5
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10 地方自治法（抄）（昭和22年4月17日法律第67号） 

第百九十九条 監査委員は、普通地方公共団体の財務に関する事務の執行及び普通地方公共

団体の経営に係る事業の管理を監査する。 

２～６（略） 

７ 監査委員は、必要があると認めるとき、又は普通地方公共団体の長の要求があるときは、

当該普通地方公共団体が補助金、交付金、負担金、貸付金、損失補償、利子補給その他の

財政的援助を与えているものの出納その他の事務の執行で当該財政的援助に係るものを監

査することができる。当該普通地方公共団体が出資しているもので政令で定めるもの、当

該普通地方公共団体が借入金の元金又は利子の支払を保証しているもの、当該普通地方公

共団体が受益権を有する信託で政令で定めるものの受託者及び当該普通地方公共団体が第

二百四十四条の二第三項の規定に基づき公の施設の管理を行わせているものについても、

また、同様とする。 

８～12（略） 

（公の施設） 

第二百四十四条 普通地方公共団体は、住民の福祉を増進する目的をもつてその利用に供す

るための施設（これを公の施設という。）を設けるものとする。 

２ 普通地方公共団体（次条第三項に規定する指定管理者を含む。次項において同じ。）は、

正当な理由がない限り、住民が公の施設を利用することを拒んではならない。 

３ 普通地方公共団体は、住民が公の施設を利用することについて、不当な差別的取扱いを

してはならない。 

（公の施設の設置、管理及び廃止） 

第二百四十四条の二 普通地方公共団体は、法律又はこれに基づく政令に特別の定めがある

ものを除くほか、公の施設の設置及びその管理に関する事項は、条例でこれを定めなけれ

ばならない。 

２ 普通地方公共団体は、条例で定める重要な公の施設のうち条例で定める特に重要なもの

について、これを廃止し、又は条例で定める長期かつ独占的な利用をさせようとするとき

は、議会において出席議員の三分の二以上の者の同意を得なければならない。 

３ 普通地方公共団体は、公の施設の設置の目的を効果的に達成するため必要があると認め

るときは、条例の定めるところにより、法人その他の団体であつて当該普通地方公共団体

が指定するもの（以下本条及び第二百四十四条の四において「指定管理者」という。）に、

当該公の施設の管理を行わせることができる。 

４ 前項の条例には、指定管理者の指定の手続、指定管理者が行う管理の基準及び業務の範

囲その他必要な事項を定めるものとする。 

５ 指定管理者の指定は、期間を定めて行うものとする。 

６ 普通地方公共団体は、指定管理者の指定をしようとするときは、あらかじめ、当該普通

地方公共団体の議会の議決を経なければならない。 

７ 指定管理者は、毎年度終了後、その管理する公の施設の管理の業務に関し事業報告書を

作成し、当該公の施設を設置する普通地方公共団体に提出しなければならない。 

８ 普通地方公共団体は、適当と認めるときは、指定管理者にその管理する公の施設の利用

に係る料金（次項において「利用料金」という。）を当該指定管理者の収入として収受さ

せることができる。 
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９ 前項の場合における利用料金は、公益上必要があると認める場合を除くほか、条例の定

めるところにより、指定管理者が定めるものとする。この場合において、指定管理者は、

あらかじめ当該利用料金について当該普通地方公共団体の承認を受けなければならない。 

10 普通地方公共団体の長又は委員会は、指定管理者の管理する公の施設の管理の適正を期

するため、指定管理者に対して、当該管理の業務又は経理の状況に関し報告を求め、実地

について調査し、又は必要な指示をすることができる。 

11 普通地方公共団体は、指定管理者が前項の指示に従わないときその他当該指定管理者に

よる管理を継続することが適当でないと認めるときは、その指定を取り消し、又は期間を

定めて管理の業務の全部又は一部の停止を命ずることができる。 

 

（包括外部監査人の監査） 

第二百五十二条の三十七 包括外部監査人は、包括外部監査対象団体の財務に関する事務の

執行及び包括外部監査対象団体の経営に係る事業の管理のうち、第二条第十四項及び第十

五項の規定の趣旨を達成するため必要と認める特定の事件について監査するものとする。 

２～３（略） 

４ 包括外部監査対象団体は、当該包括外部監査対象団体が第百九十九条第七項に規定する

財政的援助を与えているものの出納その他の事務の執行で当該財政的援助に係るもの、当

該包括外部監査対象団体が出資しているもので同項の政令で定めるものの出納その他の事

務の執行で当該出資に係るもの、当該包括外部監査対象団体が借入金の元金若しくは利子

の支払を保証しているものの出納その他の事務の執行で当該保証に係るもの、当該包括外

部監査対象団体が受益権を有する信託で同項の政令で定めるものの受託者の出納その他の

事務の執行で当該信託に係るもの又は当該包括外部監査対象団体が第二百四十四条の二第

三項の規定に基づき公の施設の管理を行わせているものの出納その他の事務の執行で当該

管理の業務に係るものについて、包括外部監査人が必要があると認めるときは監査するこ

とができることを条例により定めることができる。 

５（略） 
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11 長野県自然公園施設条例 

令和３年７月12日 

条例第26号 

長野県自然公園施設条例をここに公布します。 

 （趣旨） 

第１条 この条例は、地方自治法（昭和22年法律第67号。以下「法」という。）の規定

に基づき、長野県自然公園施設の設置及びその管理等に関し必要な事項を定めるも

のとする。 

 （設置） 

第２条 自然公園法（昭和32年法律第161号）第２条第１号に規定する自然公園の保

護及び適正な利用を推進し、並びに自然体験活動の機会を提供するため、長野県自

然公園施設（以下「センター」という。）を設置する。 

 （名称及び位置） 

第３条 センターの名称及び位置は、次の表のとおりとする。 

名 称 位 置 

長野県霧ヶ峰自然保護センター 諏訪市 

長野県乗鞍自然保護センター 松本市 

長野県美ヶ原自然保護センター 松本市 

長野県志賀高原自然保護センター 下高井郡山ノ内町 

長野県立御嶽山ビジターセンター 木曽郡王滝村 

 （利用の禁止又は制限） 

第４条 知事（次条の規定によりセンターの管理を行わせる指定管理者（法第244条

の２第３項に規定する指定管理者をいう。以下同じ。）を指定している場合におい

ては、当該指定管理者）は、センター内において他人の迷惑になるような行動をし

た者その他センターの管理上著しく支障があると認められる者の利用を禁止し、又

は制限することができる。 

 （指定管理者による管理） 

第５条 センターの管理は、指定管理者に行わせることができる。 

 （指定管理者の指定） 

第６条 指定管理者にセンターの管理を行わせる場合におけるその指定は、当該セン

ターの管理を行うことを希望するものを公募し、その申請により指定管理者の候補

者を選定し、議会の議決を経て行うものとする。 

 （公募） 

第７条 前条の公募は、次に掲げる事項を公告して行うものとする。 

 ⑴ 指定管理者に管理を行わせるセンターの名称及び位置並びにその概要 

 ⑵ 指定管理者の指定の期間 

 ⑶ 前２号に掲げるもののほか、知事が必要と認める事項 
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（指定の申請） 

第８条 第６条の申請は、規則で定めるところにより、申請書に事業計画書（職員、

センターの管理の方法その他のセンターの管理業務の実施に関する計画を記載し

た書類をいう。次条において同じ。）その他規則で定める書類を添付して行うもの

とする。 

（候補者の選定の基準） 

第９条 第６条の候補者の選定は、次に掲げる基準により行うものとする。 

⑴ 県民の平等な利用が確保されること。

⑵ 事業計画書の内容が、センターの公共性を確保し、かつ、センターの効用を最

大限発揮するとともに、その管理に係る経費の縮減が図られるものであること。 

⑶ 事業計画書の内容の確実な実施に必要な経理的及び技術的な基礎を有するも

のであること。 

⑷ 法第244条の２第11項の規定により指定管理者の指定を取り消され、その取消

しの日から２年を経過しないものでないこと。 

（指定の告示） 

第10条 知事は、指定管理者の指定をしたときは、当該指定管理者の名称及び主たる

事務所の所在地並びに当該指定の期間を告示しなければならない。 

 （業務の範囲） 

第11条 指定管理者が行う業務の範囲は、次に掲げるとおりとする。 

⑴ 施設及び設備の維持管理に関する業務

⑵ 自然公園の保護及び適正な利用の推進並びに自然体験活動の機会の提供に資

する事業の企画及び実施に関する業務で知事が必要と認めるもの 

⑶ 前２号に掲げる業務に附帯する業務

 （管理の基準） 

第12条 指定管理者が行う管理の基準は、次に掲げるとおりとする。 

⑴ センターの休館日について、規則で定めるところによるものとすること。ただ

し、指定管理者は、特に必要があると認めるときは、あらかじめ知事の承認を得

て、これを変更し、又は臨時に休館日を設けることができる。 

⑵ センターの利用時間について、午前９時（長野県美ヶ原自然保護センターにあ

っては、午前９時30分）から午後４時（長野県乗鞍自然保護センターにあっては、

午後５時）までとすること。ただし、指定管理者は、特に必要があると認めると

きは、あらかじめ知事の承認を得て、これを変更することができる。 

⑶ この条例及び次条の規定による協定を遵守して行うこと。

⑷ 指定管理者がその業務を行うに当たって取得した利用者の個人に関する情報

を適切に取り扱うこと。 

⑸ 前各号に掲げるもののほか、センターの管理を適切に行うために必要な基準で

知事が定めるもの 

9
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（協定の締結） 

第13条 知事及び指定管理者は、次に掲げる事項について、協定を締結するものとす

る。 

 ⑴ 法第244条の２第７項に規定する事業報告書に関する事項 

 ⑵ 利用者の個人に関する情報の取扱いに関し必要な事項 

 ⑶ 前２号に掲げるもののほか、センターの管理に関し必要な事項 

（管理等の委任） 

第14条 この条例に定めるもののほか、センターの管理及びこの条例の施行に関し必

要な事項は、知事が定める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和４年４月１日から施行する。ただし、次項の規定は、公布の日

から施行する。 

 （準備行為） 

２ 第６条の規定による指定管理者の指定及びこれに関し必要な手続は、この条例の

施行の日前においても、同条から第10条まで及び第13条の規定の例により行うこと

ができる。 
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12 長野県自然公園施設管理規則 

 令和３年７月12日 

長野県規則第95号 

長野県自然公園施設管理規則をここに公布します。 

（趣旨） 

第１条 この規則は、長野県自然公園施設条例（令和３年長野県条例第26号。以下「条例」

という。）の規定に基づき、長野県自然公園施設（以下「センター」という。）の管理等

に関し必要な事項を定めるものとする。 

 （休館日） 

第２条 知事が管理するセンターの休館日及び条例第12条第１号に規定するセンターの休

館日は、別表のとおりとする。ただし、知事が管理するセンターの休館日にあっては、

知事は、必要があると認めるときは、これを変更し、又は臨時に休館日を定めることが

できる。 

 （利用時間） 

第３条 知事が管理するセンターの利用時間は、午前９時（長野県美ヶ原自然保護センタ

ーにあっては、午前９時30分）から午後４時（長野県乗鞍自然保護センターにあっては、

午後５時）までとする。ただし、知事は、必要があると認めるときは、これを変更する

ことができる。 

（遵守事項） 

第４条 知事が管理するセンターの利用者は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。 

⑴ センター内において他人の迷惑になるような行動をしないこと。 

⑵ センターの施設又は備品を損傷し、又は汚損しないこと。 

⑶ 備品をセンターの外に持ち出さないこと。 

⑷ 所定の場所以外で飲食し、又は喫煙しないこと。 

⑸ 前各号に定めるもののほか、センターの秩序の維持について知事が定める事項 

（損傷又は滅失の届出） 

第５条 知事が管理するセンターの利用者は、施設又は備品を損傷し、又は滅失したとき

は、遅滞なくその旨を知事に届け出て、知事の指示に従いこれを弁償し、又は原状に復

さなければならない。 

 （指定の申請） 

第６条 条例第８条の申請書は、指定管理者指定申請書（別記様式）によるものとする。 

２ 条例第８条に規定する規則で定める書類は、次に掲げる書類とする。ただし、条例第

６条の申請を行うもの（以下この項において「申請者」という。）について知事がその性

格に応じ前項に規定する申請書に添付することを要しないものと認める書類がある場合

には、当該書類を除く。 

⑴ 定款若しくは寄附行為及び登記事項証明書又はこれらに準ずるもの 

⑵ 申請の日の属する事業年度の前３年の各事業年度における申請者の事業の状況を記

載した書類、貸借対照表及び損益計算書若しくは収支計算書又はこれらに準ずるもの 

⑶ 申請の日の属する事業年度及び翌事業年度における申請者の事業の実施及び収支に

係る計画を記載した書類 

⑷ 役員の名簿及び履歴書 
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⑸ 申請者が現に行っている業務の概要を記載した書類 

⑹ 申請者が条例第９条第４号に該当する旨の誓約書 

⑺ 前各号に掲げるもののほか、知事が必要と認める書類 

 （指定管理者の管理に関する準用規定） 

第７条 第４条及び第５条の規定は、条例第５条の規定により指定管理者がセンターの管

理を行う場合について準用する。この場合において、第４条中「知事が管理」とあるの

は「指定管理者（条例第５条の規定によりセンターの管理をする指定管理者をいう。第

５号及び次条において同じ。）が管理」と、同条第５号中「知事が」とあるのは「指定管

理者が知事の承認を得て」と、第５条中「知事」とあるのは「指定管理者」と読み替え

るものとする。 

 （補則） 

第８条 この規則に定めるもののほか、この規則の施行に関し必要な事項は、知事が定め

る。 

 附 則 

 この規則は、令和４年４月１日から施行する。 

（別表）（第２条関係） 

センターの名称 休館日 

長野県霧ヶ峰自然保護センター １ 水曜日（その日が国民の祝日に関する法律（昭

和23年法律第178号）に規定する休日に当たると

きは、その翌日） 

２ 11月１日から翌年４月30日までの間の知事が

別に定める日 

長野県乗鞍自然保護センター １ 水曜日 

２ 11月１日から翌年４月30日までの間の知事が

別に定める日 

長野県美ヶ原自然保護センター 11月１日から翌年４月30日までの間の知事が別に

定める日 

長野県志賀高原自然保護センター 無休 

長野県立御嶽山ビジターセンター 11月１日から翌年５月31日までの間の知事が別に

定める日 
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（別記様式）（第６条関係） 

指定管理者指定申請書 

年  月  日 

  長野県知事 殿 

主たる事務所の所在地

申請者 団体の名称

代表者氏名

センターの指定管理者の指定を受けたいので、長野県自然公園施設条例第６

条の規定により申請します。 

（備考） ２以上の団体が共同して申請する場合は、これらの団体の主たる事務所の所

在地、名称、代表者の氏名等を記載した書類を添付すること。 
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